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まえがき

本書は，日本で数少ないコスタリカに関する総合的な分析をめざした。

編者としては調査研究を行っていた２年間，等身大のコスタリカを追求す

ることを念頭においた。どこの国でも光の面と影の面がある。そしてそれ

は現地に住んでその社会とじっくり向き合わないとみえてこないことも多

い。そのため，コスタリカに２年間駐在された尾尻希和氏に執筆者に加わっ

ていただいたことは，編者にとって非常に助けになった。また，コスタリ

カではないが，中米諸国を長年にわたって研究してこられた狐崎知己氏と

久松佳彰氏をお迎えした。残りのメンバーはアジア経済研究所の研究者た

ちである。２年間にわたった研究会の会合では，毎回新たな課題が現れ，

その都度従来の思い込みを見直す作業が続いた。

研究会には講師として，駐日コスタリカ大使のアルバロ・セデニョ（Alvaro

Cedeño）氏，アジア経済研究所 OBで元中部大学教授の石井章氏，JICA

専門家の上垣英三氏に来ていただき，コスタリカでそれぞれ専門としてお

られた分野の貴重なお話をうかがうことができた。また，これまで日本で

出されたコスタリカに関する文献には非常に教えられることが多かった。

本書がそれらの業績に続き，日本におけるコスタリカ研究に新たな一石を

投ずることができれば，編者にとってそれにまさる喜びはない。

本書はコスタリカの人々のご協力なくしては到底世に出なかった。駐日

コスタリカ大使のセデニョ氏は，右も左もわからない編者に，コスタリカ

での調査について非常に行き届いたご助力をくださった。貿易省貿易局長

フェデリコ・バレリオ（Federico Valerio）氏は，セデニョ氏とともに，コ

スタリカ政府関係者との面談調査について助けてくださった。また，上記

の石井章氏のコスタリカでの同僚であったダニエル・カマチョ（Daniel

Camacho Monge）コスタリカ大学名誉教授は，コスタリカでの調査にご協

力くださっただけでなく，生きたコスタリカ社会の側面をいろいろとみせ

てくださった。ムニ・フィゲーレス（Muni Figueres）駐米コスタリカ大使
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には，コスタリカ政府の中枢に長年おられたご経験からお話をうかがうこ

とができた。編者が研究者になりたての頃に米州開発銀行におられ，編者

の初めての米国での英語報告のときのパネリストで，緊張している編者を

それとなく気遣ってくださったことが忘れ難い。多忙の大使に代わり，ワ

シントンでの面談取り付けや日本からの質問に快く答えてくださったのは，

公使のラウラ・ダクネル（Laura Dachner）氏である。またここには記しき

れない多くのコスタリカの人々の助けのおかげで，本書を完成させること

ができたことを，心から感謝したい。

本書の刊行がきっかけとなって，日本でのコスタリカへの関心が高まれ

ば，本書の執筆者たちの望外の喜びである。もちろん，本書に含まれる誤

りは，編者をはじめとした筆者の責任である。読者の皆様のご批判をいた

だければ幸いである。

編者
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コスタリカ全図

（出所） 編者作成。
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本書の固有名詞の表記について

スペイン語圏では，人名は個人の名前，その人の父の（父方の）姓，そ

の人の母の（父方の）姓，の順で表記する。本書では父の姓と母の姓を並

べて表記する場合は，名前と区別するため，両方の姓の間は・でなく＝で

表記することとする。

ただし，一般にコスタリカでは，母の姓は省略されることが多く，また

名前も洗礼名などが加わって三つも四つももっている場合も少なくないこ

とから，それら正式名ではなく，コスタリカで通常知られている名前を採

用することとした。

たとえばノーベル平和賞を受賞したオスカル・アリアス（Óscar Arias）

大統領の正式な名は，オスカル・ラファエル・デ・ヘスス・アリアス＝サ

ンチェス（Óscar Rafael de Jesus Arias Sánchez）となる。しかしこのフル

ネームはコスタリカでもほとんど書かれることがなく，単にオスカル・ア

リアスで通っている。逆に親子でほとんど同じ姓名の場合は，２番目の名

前や母方の姓で区別する。

本書では，正式名よりも，コスタリカで新聞など一般に使われている名

前を採用することとした。それは通常使われている短い名前のほうが，現

地で新聞やインターネットで検索するときに探しやすく，またコスタリカ

人と話すときも，その名前のほうが通じやすいからである。人名などの固

有名詞は，各章で初めて出てくるときに，後にカッコで区切って原語を表

記しているが，こちらもコスタリカで一般に流布している短い名前で統一

した。

したがって本書では，人によって，父の父方姓と母の父方姓の両方が表

記される人物と，父の姓しか表記されていない人物が存在する。形式とし

ては不統一であるが，すべてコスタリカで呼ばれているとおりの名前であ

るので，ご了承いただきたい。

（編者）
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ウラテ�オティリオ ４０―４６�１０６
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【か行】

カルデロン＝グアルディア�ラファエル
４�５�４０―４２�４４�４５�８０�８３�１００�１０２�
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キリスト教社会連合党（PUSC） ４４―５２�
５５�５６�１０３�１１２�１１３�１２１�１２２
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コーヒー ２―６�８�２１�２４�４０�７９�８０�１０５�
１５８�１６０―１６３�１６８�１７４�１８２�１８３�
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ジョムティエン宣言 １４０

新自由主義 ２�９�１２―１８�２０�２１�５０�８７�
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スペイン国際開発協力庁 １９４�１９５
政党制度 ２１０

世界銀行 ９―１２�１０３�１０４�１１４�１１５�１１９�
１２４�１４０―１４３�１５１�１９３�２０９

セン�アマルティア ６３�６５
「前進しよう」プログラム １２２�１２３�１４６�

１４９�１５０
ソリス�オットン ５０�５１

【た行】

大統領制 ３４

地域格差 ２１�２２�１７４�１７８�１８１�１８２�
１８４�１９０�１９４�１９５�２０１�２０３

中間層 ７�１５�２０�４４�６２�７１―７４

中米統合機構 １８５

チンチージャ�ラウラ ５２�８９�１０６
テリトリアル農村開発戦略 １７８�１８４�１８５�
１８８�１９１―１９６�１９８―２０３

特別ドローバック制度（RPA）１６４�１６６�
１６７

独立行政組織 ３８

飛び地経済 １８３�１９７

【な行】

ニカラグア ３�１５�４２�７８�８１―８４�８６�８７�
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年金制度 １１�１２�１６�４８�８０�１００�１０８�
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納税債権証明書（CAT）１６５
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ハイテク企業 １６４

パイナップル １６１―１６３�１６８�１８３�１８７�
１８９�１９７

パチェコ�アベル ４８�９２�９３�１２２
バナナ ２�４―６�８�２１�８０�１０５�１５８�１６０―
１６３�１６８�１７４�１８２�１８３�１８９�１９２
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貧困率 ２１�１１９�１２０�１２２�１５１�１７８―１８０�
２０３�２１２
最―― １１９�１２２�１７８�１７９

フィゲーレス＝オルセン�ホセ・マリア
４６�４７�１０３�１１３�１１９�１２１�１４４�１４６

フィゲーレス＝フェレール�ホセ ４�５�
４０―４４�４６�８０�８３�１０６�１０８�１２０

福祉レジーム １００�１０１

216



プランテーション １８２―１８４�１９７�２０２
フリーゾーン １１�２１�２４�１６０―１６２�１６４―
１６８�１７３�１７４�１８７�１８９�１９２�２０３�
２１２

保守主義的福祉国家レジーム １０１

【ま行】

麻薬問題 １７�９３―９５
民主主義 ２�３�１４�１８―２０�２６―２９�３１―３３�
３５�３６�４４�４６�５３�５４�６２―７４�８１�８２�
８８�９５�１０２�１０３�１０６�１０７�１３０�２１０�
２１３

委任型―― １０２�１０３
社会―― ２―５�７―９�１３�１６�１７�２１�２４�
４０�４２�４３�８０�１００�１０１�１０３�１０６�
１０７�１１２�１２３�２０８―２１０�２１３

モンヘ�ルイス・アルベルト １２�７８�８２�
８４

【や行】

輸入代替工業化 ２�６―８�１０�１１�１３�１４�
２４�１５８�２０８―２１０
――モデル １４�２４

【ら行】

ラティノバロメトロ ６４�６５�６７�７２
立法議会（国会）３３

リバータリアン運動 ４９�５０�５２�５６
ロドリゲス�ミゲル・アンヘル １５�１６�
４８�４９�１０３�１１３�１２１
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限り，非営利目的を条件として，本書内容を複製することを認めます。その際

は，出版企画編集課転載許可担当に書面でお申し込みください。

〒２６１―８５４５ 千葉県千葉市美浜区若葉３丁目２番２

日本貿易振興機構アジア経済研究所

研究支援部出版企画編集課 転載許可担当宛

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/reproduction.html

また，視覚障害，肢体不自由などを理由として必要とされる方に，本書の PDF
ファイルを提供します。下記の PDF版申込書（コピー不可）を切りとり，必要
事項を記入したうえで，出版企画編集課販売担当宛にご郵送ください。

折り返し PDFファイルを電子メールに添付してお送りします。

ご連絡頂いた個人情報は，アジア経済研究所出版企画編集課（個人情報保護

管理者－出版企画編集課長０４３―２９９―９５３４）において厳重に管理し，本用途以外

には使用いたしません。また，ご本人の承諾なく第三者に開示することはあり

ません。

アジア経済研究所研究支援部 出版企画編集課長

PDF版の提供を申し込みます。他の用途には利用しません。
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